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要 旨
本論文の目的は、学期間ないしはか年間にわたり交換留学生として本学で学
ぶ外国人留学生、ならびに海外の協定校で学ぶ本学の学生の留学経験と成果につい
て考察することである。特に、交換留学生の受入機関及び派遣機関として本学がど
ういう課題を抱えているのか明らかにし、課題解決に向けての試案を提示する。研
究方法としては、交換留学生が留学経験をどう評価しているか、そして自身の留学
の成果をどのように認識しているかという事項に関して質問票調査及び面接調査を
行い、その結果を SPSS 及び Nvivo等のソフトウェアを用いて定量的及び定性的に
分析した。分析の結果、外国人交換留学生、日本人交換留学生ともに留学先の授業
だけでなく寮生活やホームステイなどの居宅生活を通じて有意義な学習成果を得
て、留学を通じて異文化理解や自己理解を深めていることが判明した。一方で、両
者とも留学先において他の留学生と交流することが多く、現地人学生と交流する機
会は少ない。特に本学の外国人交換留学生は日本人学生とのコミュニケーションの
取り方に難しさを感じていることが明らかとなった。本学を含め日本の高等教育機
関でのグローバル化を更に推し進めていくためには、授業内外での日本人学生と外
国人学生の継続的かつ自発的な交流の機会をプロデュースしていく必要がある。
1. はじめに
本稿は、交換留学（高等教育機関に在籍したまま、所属機関が大学間交流協定を締結している
海外の高等教育機関に学期以上、年未満にわって学ぶ留学）に焦点をあて、その留学経験と
学習成果について考察することを目的とする。具体的には大学間交流協定に基づき本学に学期
ないしは学期間留学した外国人留学生、ならびに海外の協定校に学期ないしは学期間留学
した本学海外派遣学生に対して行ったアンケートの調査結果ならびにインタビューによる調査結
果をもとに、交換留学生が留学経験をどう評価しているか、そして自身の留学の成果をどのよう
に認識しているかについて定量的及び定性的に考察する。その上で交換留学生の受入機関及び派
遣機関としての本学の課題を明らかにし、課題解決に向けての試案を提示する。
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結論を先取りして言えば、外国人交換留学生と日本人交換留学生はともに留学先での授業だけ
でなく寮生活やホームステイなどの居宅生活を通じて有意義な留学生活を享受しており、そうし
た留学生活を通じて異文化理解や自己理解が深まったと評価している。ただし、外国人交換留学
生、日本人交換留学生ともに留学先において他の留学生と交流することが多く、逆に現地人学生
と交流する機会は相対的に少ない。特に、本学で留学生活を送る外国人留学生は日本人学生との
継続的な交流に難しさを感じていることが判明した。それゆえ、本学も含め日本の高等教育機関
でのグローバル化を更に推し進めていくためには、授業内外での日本人学生と外国人学生の継続
的かつ自発的な交流機会をプロデュースする必要があると思われる。
2. 交換留学生の経験、成果に関する先行研究
来日留学生の交換留学経験・成果に関して
来日交換留学生の留学経験に関する先行研究では、授業内容や教授法、日本人との交流の問題
を扱っている。例えば、名古屋大学の交換留学プログラムに参加した留学生を対象にアンケート
調査を行った小山（2015）は、交換留学参加者の生活環境や社会生活に対する満足度（段階で
評価）の平均値でそれぞれ6.240、6.041であったにも関わらず授業内容に対する満足度は5.739
で、相対的に低いと指摘している。また、国内の大学22校においてか月〜12か月にわたる留学
生活を送った337名の学生のアンケート調査をした佐藤（2011）は、欧米出身の留学生のうち、
人に人が短期留学の問題点として「専門教育の質」を挙げており、北米出身の学生に限って
は人に人が「専門教育の質」ないしは「言語教育の質」に問題を感じていると述べている。
また、佐藤は日本での学位取得目的とするような他の長期留学生に比べると、短期留学生は日本
人との交流機会がより少ない傾向にあり、現地学生と英語でコミュニケーションが取れないこと
にフラストレーション覚える留学生が少なくないことを指摘している。同様に、横田（1991）も
留学生が日本人学生との交友関係の構築、継続に難しさを感じていることを指摘している。
こうした教育の質や日本人とのかかわり方に課題があるものの、日本への留学についての満足
度は比較的高い。例えば、日本学生支援機構が2014年の	月に留学生交流推進制度（短期受入）
の奨学金受給者に対して、留学修了時に行ったアンケート結果を見ると、「短期受入」（か月以
上年未満の留学生の受入）にあたる留学生（N＝2,227）のうち、およそ	割が同級生、後輩
等に日本留学を強く勧めたいと回答しており、留学目的の達成度（満足度）を10段階で評価する
よう求めたところ平均値は8.3であったという（野水・新田 2015）。とりわけ「健康・衛生管理」
や「受入校職員の支援」、「外国人学生との交流」などの指標において高い数値が出ていたようで
ある。日本のホスピタリティの高さや安全な生活環境、同じ日本に興味をもった留学生どうしの
つながりが留学生の日本留学の満足度に寄与しているようだ。
では、日本留学を通じて外国人交換留学生は何を得ているのだろうか。広島大学の交換留学プ
ログラム（HUSA）に参加した55名の留学生を対象にインタビュー調査を行った恒松（2012）は、
日本の大学への交換留学の体験により、留学生が自国・日本・世界と自己についての見解を変容
させ、自らの世界観を再構築していることを指摘している。またそうした過程を通じて、自らの
可能性を信じ、決断していく重要性を認識しているという。
このように、先行研究では、外国人交換留学生があまり日本の大学の授業に満足しておらず、
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日本人学生ともあまり交流していないという問題が指摘されている。ただ日本の生活体験や他の
留学生との交流等から留学全体の満足度は高く、外国人交換留学生は日本留学を通じて、日本や
自国、あるいは世界に対する意識を変え、自信を獲得していると考えられている。
日本人留学生の交換留学経験・成果に関して
一方、日本人交換留学生の留学経験と教育効果について考察した先行研究では、語学・勉学面
や対人コミュニケーションに課題を覚える日本人学生が多く、現地学生だけでなく、現地の教員
とも十分な意思疎通ができていないことが指摘されている。
例えば、29名の名古屋大学の学生を対象に交換留学前から交換留学中、交換留学後にかけて追
跡調査を行った岩城（2014）は、日本人留学生が留学中、語学習得や勉学面で充実感を得ている
ものの、ルームメイトや現地人とのコミュニケーションに課題を覚えたり、授業の内容や課題を
理解したりする上で困難を感じていることを指摘している。また、米国留学中の日本人交換留学
生を対象にインタビュー調査を行った Sato & Hodge（2015）は、日本人学生の多くが現地人と
の社会的距離を感じており、結果自国集団から離れられない状況にあることを指摘している。こ
うした学生はグループ・ディスカッションでも孤立し、教員とも良い関係構築ができずにいると
いう。
だが、たとえ留学先の学生や教員とのコミュニケーションがうまくいかず、学習に課題を抱え
ていても、日本人学生の留学成果を低く見積る必要はないのかもしれない。実際、源島（2009）
は交換留学プログラムに参加していない学生と比べて「社会人基礎力」が高まっていることを指
摘しており、野水・新田（2014）も、か月未満のプログラム（ショートビジット）参加者と比
べ、か月〜年間の留学プログラム（短期派遣）参加者の方が「学業関連」（専門分野の知識・
情報収集、海外の学問水準や方法の理解、専門用語の習得）や「語学関連」（語学力の向上、外
国語での研究発表や議論のスキルの向上）、「進路・就活関連」（進路や就職についての意識の向
上、将来の方向性をつかむきっかけ、就活における強みの向上）、「その他」（困難を自力で乗り
越える力量の向上、視野の拡大、海外人間関係・人脈の構築）においてポジティブなゲインがあ
ると述べている。さらに奥山（2017）も留学先コミュニティへの参加とそこでの活動経験及び達
成感が日本人学生の自信と人生に対する前向きな意欲を抱かせていると指摘している。総じて、
交換留学により、日本人学生は海外で学んでいくために必要な知識や技能を習得しようとする傾
向が高く、結果として困難を乗り越える力を身につけたり、人脈を広げたりし、自信を獲得して
いると考えられている。
このように先行研究では、留学経験や実態について興味深い考察がなされている。ただ、多く
の論考が外国人交換留学生もしくは日本人学生のどちらかについて考察されたものであり、両者
の共通点や差異点については比較考察されていない。そこで以下では、本学で学んだ外国人交換
留学生ならびに本学の海外協定校で学んだ日本人学生に焦点をあて、両者の共通点や差異点を洗
い出し、交換留学生受入・派遣機関である本学を事例として日本の高等教育機関の課題を指摘し
たい。
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3. アンケート調査
調査方法
本研究においては、まず、2017年春学期及び2017年秋学期にかけて本学で学期ないしは学
期間学んだ外国人留学生（延べ324名）及び2016年秋学期及び2017年春学期にかけて海外の協定
校に学期ないしは学期間留学した本学生（105名）を対象に質問票ないしはオンライン・
フォーム（JotForm Pro）によるアンケート調査を行った。回答にあたっては無記名でよいとし
たものの、インタビューに応じてもらえる学生を募るため氏名及び Emailを記載する欄（任意
記入欄）を設けた。また、「お答えいただいたことは、統計的に処理され、個人情報が外部に公
表されたり、他人に漏れることは一切ありません」と教示して倫理的な配慮を行った。
外国人交換留学生を対象とした調査は、2017年月及び2017年12月〜2018年月にかけて実施
し、106名から回答を得た。また、本学生を対象とした調査は、2017年月に実施し、51名から
回答を得た。なお、分析に際しては、重複回答をさけるため、以前同じアンケートに回答したか
どうかを尋ねたスクリーニングの質問を行い、「はい」と回答した者（名）の回答を除外した。
また派遣先大学／学部／ Emailアドレスが一致した本学生（名）についても重複回答とみな
し、同回答者による件目のデータを分析から除外した。
アンケートでは、回答者の属性や宿泊先、留学先に興味を持った理由等の質問に続き、留学目
的と留学目的達成度、プログラム（「外国語科目」や「現地の社会と文化に関する科目等」の学
術科目と「居宅生活（ホームステイ・寮生活）」等の非学術プログラム）の有用性、現地学生／
現地人との交流度、留学先での就業希望度、留学全体の満足度等の項目について多肢選択問題
（主として件法）の回答と自由記述への記入を求めた。本稿では、留学の満足度、留学プログ
ラムの有用性と現地学生／現地人との交流度、留学を通じて個人的に得たことに絞った形で報告
する。
外国人交換留学生の留学経験と成果
まずは、外国人交換留学生からみた留学経験の満足度について見ていきたい。グラフは本学
での留学の満足度、関西学院大学で歓迎・受容されたと感じた度合、そして母校の学生に本学を
勧めたい度合（有効回答数 n＝96）を表したものである。これによると、約割の学生が本学
での留学生活に「ほぼ」ないしは「大いに」満足しており、その多くが関西学院大学で歓迎・受
容されたと考えている。また割近くの学生が母校の学生に本学を「大いに」勧めたいとしてお
り、概して本学が留学生にとって魅力的な環境であることが示されている。
次に外国人交換留学生からみた本学の学術プログラム、非学術プログラムの有用性について見
ていきたい。グラフは（留学目的を達成する上での）本学のプログラムの有用性に関して「役
に立った」、「かなり役に立った」と回答した者（有効回答数 n＝97）の割合である。日本語科目、
日本研究科目及びホームステイや寮生活等の居宅生活を評価する学生が多く、全体の約	割の学
生が「役に立った」ないしは「かなり役に立った」と回答している。その理由に関して記述を求
めたところ、「語学の科目はよく構成されているから」、「課題を通じて、日本について深く知る
ことができたから」、「ホームステイを通じて日本文化や日本語、日本のライフスタイルについて
理解する助けとなったから」といった内容が多かった。
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一方、本学の国際教育・協力センターが運営する国際交流型ピア・サポート団体である
Global Student (GS）ネットワークやコーヒーアワー等の国際交流行事に関してはあまり評価が
高くなく、「役に立った」、ないしは「かなり役に立った」と回答した学生は全体の約半数にとど
まっていた。その理由としては、「日本人学生には私たちに質問する課題が課されており、知り
合いになるというよりは speed dating（ひたすら自己紹介する活動）だった」、「コーヒーアワー
等は友達を作ることはできるが、長続きしない」という内容のものが多く “forced”（強制された）
“hectic”（てんてこ舞いの）“overwhelmed”（困惑した）というキーワードが散見された。中に
はコーヒーアワー等を評価する学生もいたものの、全体的には否定的なコメントが多く、改善の
余地があることが示された。
グラフは外国人交換留学生に対して日本人学生、本学の他の交換留学生や学位取得を目的と
する留学生、そしてキャンパス外の日本人との交流及び友情構築について件法（全くなかった、
ほとんどなかった、多少あった、かなりあった）で回答を求めた結果（有効回答数 n＝97）で
ある。多くの外国人交換留学生が日本人学生ではなく他の留学生と交流したり、友情を構築した
りする傾向にあること、また日本人学生と交流しても、友情構築までつながりにくいことが示さ
れている。
ただし、これは外国人交換留学生が日本人学生との交流を重視していないことを意味しない。
キャンパス内外の日本人、他の留学生との交流と本学での留学経験の満足度の相関関係を調べた
ところ、表に示される通り、日本人学生との交流／友情構築と関西学院での留学生活の満足度
に弱〜中程度の相関関係が認められた。これは日本人学生との交流度合が高まるほど、外国人交
交換留学の経験と成果に関する研究
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グラフ 関西学院大学が提供する留学プログラムの有用性（n＝97）
換留学生における留学全体の満足度が高まることを示唆している。実際、本学での留学経験の満
足度について自由記述を求めたところ「もっと日本人学生と交流したかった」「日本人学生と交
流する機会を増やしてほしい」というものが多く見られた。
以上まとめると、全体の	割近くの外国人交換留学生は本学での交換留学生活に満足してお
り、母校の他の学生にも本学での留学を勧めたいと考えている。特に日本語教育や日本研究プロ
グラム、ホームステイや寮生活などの居宅生活に対する評価が高く、こうしたプログラムを通じ
て日本文化や日本のライフスタイル等の理解が促されていると考えられる。一方で、外国人交換
留学生は他の交換留学生や外国人留学生と交流することが多く、日本人学生と交流する割合は相
対的に低い。特に日本人学生と友情を構築できたと実感している学生は全体の半数以下にとど
まっており、日本人との交流の難しさを感じているようである。
こうした交換留学プログラムを通じて外国人交換留学生は何を得ているのであろうか。表
は、佐藤（2008）の提唱する定性コーディング手法を参考に、外国人交換留学生が日本留学を通
じて得たことについて自由記述した文章をソフトウェア（Nvivo Pro11）を用いて分析し、抽出
した概念的カテゴリーと頻度及び参照文をまとめたものである。出現頻度の高い概念カテゴリー
は、日本や諸外国の文化に関する理解促進などの「異文化理解に関する事項」や日本語能力向上
などの「外国語能力に関する事項」、協働力や職業選択の拡大といった「キャリアに関する事項」、
自分の短所の把握や自信などの「自己理解に関する事項」、他者と共感すること、困難な場面で
も柔軟に対応する「対人コミュニケーションに関する事項」であった。
留学プログラムを通じて日本人学生とあまり交流していないにも関わらず、多くの外国人交換
留学生は本学のプログラムやホームステイなどの留学生活を通じてグローバル環境における自分
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グラフ 外国人交換留学生の日本人学生・他の留学生との交流、友情構築（n＝97）
キャンパス内外の日本人との友情構築
0.38＊＊
関西学院大学での
留学経験の満足度との相関関係
日本人学生との交流
.p ＜0.10，＊p ＜0.05，＊＊p ＜0.01
表 キャンパス内外の日本人、他の留学生との交流と本学での留学経験の満足度の相関関係
−0.04他の留学生との交流
0.12キャンパス内外の日本人との交流
0.43＊＊日本人学生との友情構築
0.19他の留学生との友情構築
0.17
自身の在り方や他者との関係構築について認識を新たにする契機を得ている様子であった。
日本人交換留学生の留学経験と成果
同様に、本学から海外の協定校に派遣された日本人交換留学生からみた留学経験の満足度につ
いて考察したい。グラフは海外の協定校での本学生の留学の満足度、留学先大学で歓迎・受容
されたと感じた度合、そして派遣先大学を勧めたい度合を表したものである。これによると、約
割の学生が留学先の大学（協定校）での留学生活に「ほぼ」ないしは「大いに」満足している。
一方で、留学先の大学で歓迎・受容されたと感じた学生や本学の他の学生に同じ協定校を勧めた
いと回答した日本人交換留学生は「ほぼ」、「大いに」合わせて割程度にとどまっており、留学
先にあまり溶け込めなかったと感じている学生の存在を示唆している。
次に日本人学生からみた留学先大学（協定校）の学術プログラム、非学術プログラムの有用性
について見ていきたい。グラフは本学の海外協定校のプログラムについて件法（全く役に立
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• Japan has given me an opportunity to explore myself and my limits. I am more confident in my
self-sufficiency and my capacity for responsibility and discipline.
• The biggest thing I learned about myself by studying abroad is letting go of the fear of being
wrong and looking or sounding dumb. I’m not scared to make mistakes anymore or to jump in
and try new things.
16件．キャリアに関する事項
11件．対人コミュニケーションに関する事項
• The skills of my Japanese listening, writing, reading, and speaking have become much better.
• This makes me feel more natural speaking Japanese and English as well. If my Japanese and
English skills are better than now by studying more after I get back, I think I can get a career
here.
• I have grown significantly, in my ability to understand, work, and bond with others of different
backgrounds than my own.
• Studying in Japan has been a very immersive and life changing experience. It has better
prepared me for interactions with people of different cultures and broadened my perspective of
the world. This is bound to help me enter the workforce with a more flexible mindset and adapt
more easily to any changes or difficulties.
17件．外国語能力に関する事項
30件
表 外国人交換留学生が留学経験を通じて得たこと
• I feel that studying in Japan has aided my social abilities in terms of communication with and a
greater understanding of other cultures. My classes, in particular, have allowed me to
understand issues currently occurring in Japan, as well as in other countries.
•Witnessing the Japanese culture and behavior has given me a stronger awareness and
appreciation for my country’s culture. Thus, I can be more aware (in my studies or otherwise)
of social constructs and societal pressures̶ all the factors that contribute to the development of
human behavior and institutions.
12件．自己理解に関する事項
• Studying aboard in Japan has personally made me more open minded culturally and
understand the values of life in Asia. The skills I learned here will broaden my horizons for my
future career development to work well with others since I mainly learned to become group
oriented.
• I was able to observe the path and potential for finding work in Japan as well as observing the
common lifestyle in Japan. If I wanted to live in Japan, I find it would be easier to transition
now.
．異文化理解に関する事項
たなかった、少し役に立った、役に立った、かなり役に立った）で回答を求めた結果である。こ
れによると割以上の学生が「居宅生活」や「留学先の社会や文化に関する科目」「その他の留
学先の科目」が「かなり役に立った」ないしは「役に立った」と回答している。自由記述欄にお
いても「実際に現地学生と同じ生活環境を体験することで留学先の国に関する理解が深まった」、
「寮生活していく中でルームメイトである現地学生、交換留学生との距離が縮まり、語学力の向
上につながった」というように寮生活を評価するコメントや「授業がその国の文化や歴史を理解
する入口となり、普段の生活でも実感することが出来た」、「今までエッセイの書き方を日本で学
んだことがなかったが、こちらに来て初めて学び、メインキャンパスの授業を取る際にそれを実
際に活用できた」というように授業内容を評価するコメントが散見された。
また、興味深いことに、「クラブ活動」や「学生団体の活動」、「国際交流行事」、「ランゲージ
エクスチェンジ」に関しては「役立った」ないしは「かなり役立った」と回答した学生の割合は
来日中の外国人交換留学生よりも10ポイント程度高かった。日本人学生のほうが、課外活動が留
学目的を達成する上で有用だったと感じているようである。
グラフは日本人交換留学生に対して現地学生、学内の留学生、そして学外の現地人との交流
及び友情構築について件法（全くなかった、ほとんどなかった、多少あった、かなりあった）
で回答を求めた結果である。日本人学生は本学で学ぶ外国人交換留学生同様、現地学生やキャン
パス外での現地人よりも他の留学生と交流し、友情を構築する傾向にある。特に「かなり交流で
きた」と回答した学生に限ってみると、他の留学生との交流・友情構築のほうが順調であること
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グラフ 留学先の大学（協定校）での留学生活の満足度（n＝49)
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グラフ 海外協定校の（学術・非学術）プログラムの有用性（n＝49）
が明らかである。ただし、本学で学ぶ外国人交換留学生と比べると海外の協定校へ派遣された比
較的多くの日本人学生は現地人学生と交流しており、友情構築もできている。また興味深いの
は、「交流」度合と「友情構築」度合の差がほとんど見られないということである。つまり、日
本人学生は留学先で出会った現地学生や他の留学生と継続的に交流している可能性が高いと推察
される。
こうした交換留学経験を通じて日本人留学生は何を得ているのだろうか。先ほどと同様に、定
性コーディング手法を用いて、自由記述欄に書かれたコメントを分析した。その結果が表であ
る。本学で学ぶ外国人交換留学生と同様に「異文化理解に関する事項」や「自己理解に関する事
項」の記述も多かったが、一人で問題に対処する力が培われた等の「問題解決能力に関する事項」
や自国を客観的に見ることができたといったような「日本理解に関する事項」に関する記述も散
見された。留学先での授業や日常生活において自ら情報を収集し、判断していかなければいけな
い環境の中で、多くの日本人学生は日本との違いを意識し、問題解決していくための心構えや方
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•自分たちの国である日本を客観的に冷静に考えられるようになりました。
•日本と日本人としての自分を客観的にみることができました。日本はグローバル化している
と叫ばれていますがこっちと較べるとまだまだといった印象です。
件．自己理解に関する事項
• 頼るもののいないなかで、人で問題解決に当たる必要があるため、問題解決能力が養われ
た。
• 問題解決能力。なにか問題や困ったことが起きても自分で調べ、考えて解決できるように
なった。
件．問題解決能力に関する事項
	件
表 日本人学生が留学経験を通じて得たこと（有効回答数 n＝38）
•コミュニケーション能力が向上したことや、寮生活を通じてあらゆる文化やバックグラウン
ドを持つ人とも壁を作らずに関われるようになったことは非常に大きな進歩だったと思いま
す。
•アメリカには様々な人種の人が居て、いろんな国の留学生が居ました。バックグラウンドや
文化が違うからこそ色々な意見や考えがあって、それに直に触れられたことが新鮮で楽し
かった。
件．日本理解に関する事項
•自分が大事にしていること、価値観を再認識することができた。日本とは違う環境で過ごす
ことは、現地の学生の考え方や過ごし方に影響される部分もあるが、その中で自分の中にあ
る揺るがない考えなどに気づくことができた。
•留学を得て、自分の長所短所そして好きなこと苦手なことがわかり、帰国後の目標を立てる
事ができた。
．異文化理解に関する事項
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グラフ 日本人留学生の現地学生・留学生等との交流、友情構築（n＝49）
法を模索するようになっていると考えられる。
総括すると、海外で交換留学生活を送る日本人学生の多くは留学経験自体を肯定的に捉えてい
るものの、留学先大学であまり受け入れられなかったと感じている学生も一定数いることが分
かった。また留学先の居宅生活や授業の満足度が高く、（来日している留学生の満足度と比較す
ると）クラブ活動や学生団体に対する満足度のポイントも高かった。それだけ、現地のクラブや
サークル活動に参加し、有意義な経験をしている日本人学生が多いと考えられる。また、現地学
生よりも他の留学生と交流、友情構築している可能性が高いものの、（来日外国人交換留学生と
比べると）現地人学生と交流している日本人学生は多いように思われる。留学成果としては、異
文化と自国文化、グローバルな環境における自分の在り方や問題解決の仕方について理解を深め
ている様であった。
4. インタビュー調査
調査方法
交換留学生の生活実態や留学成果、派遣機関／受入機関としての本学の課題を明らかにするた
めに上記のアンケート回答者の一部学生、すなわち11名の外国人交換留学生と10名の日本人交換
留学生を対象に、インタビュー調査を行った。インタビューでは半構造化面接法を用いた。ここ
では、事前に質問項目を用意しつつも、留学経験やその成果を明らかにするため、回答者の発話
内容に応じて質問の内容や量を適宜変更した。主たる質問項目としては、留学の動機に関する事
柄、留学先を選んだ理由、留学先での授業や生活に関する事柄、留学中の現地学生との交流に関
して、留学を振り返って感じたこと、本学の交換留学支援体制に関する事柄であった。インタ
ビューはすべて対面で行われ、内容はすべて録音、書き起こしされた。なお、インタビュー開始
時には、本研究の背景と目的、個人情報保護等について説明し、収集されたデータについては本
研究以外に使用しないこと、研究発表においては学生の個人名が特定されないよう配慮すること
を伝えた。
以下では、紙面の制約から、①留学先でのプログラムについて、ならびに②現地学生との関わ
りについて、③留学を通じて得たことに絞った形で報告し、本論文前半の議論を補足したい。
外国人交換留学生の留学経験と成果
インタビューに応じてくれた11名の外国人交換留学生は、日本及び本学での留学経験を概して
肯定的に受け止めていた。来日前に日本での生活に懸念を抱いていた学生も本学の受入れ態勢が
整っていたため、特に問題なく適応できたと述べていた。また本学でのコースワークは概して緩
いため自由な時間をもてたと言う学生も少なくなかった。例えば、ある北欧出身の留学生は自ら
の留学生活を次のように総括している。
I guess I find myself a happier person than when I got here. I felt I had so much fun...I have
much more free time and all these nice new people around me...so I could chill a bit more. I
can control everything, .... and because I can’t understand everything I have to let things go
sometimes, so I guess that’s really nice.
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この学生のように、非日常の環境において自分の裁量で生活できることに価値を見出している
外国人交換留学生は少なくなかった。個人あるいは友人と近所を散策したり、観光地を巡った
り、ホームステイや寮での共同生活を通じて異文化体験できることが日本留学の醍醐味となって
いるようであった。例えば、あるアメリカ人学生はホームステイ先の家族が自分を家族の一員と
して受け入れてくれ、日本語だけでなく、日常生活の疑問にも丁寧に回答してくれて快適な留学
生活を送ることができたと述べている。また本学の寮に住んでいた韓国出身の留学生も、日本人
や他のアジアから来日している留学生と毎日のように食事を作って食べたり、近隣の観光地に旅
行にでかけられたのが良かったと語っていた。
少人数クラスの多い本学の日本語科目や日本研究科目を評価する学生も少なくなかった。例え
ばあるドイツ人留学生は、次のように発言している。
I found it positively different at KGU that students are encouraged to engage and ask more
questions, because there is time for questions and discussions with short group presentations
after, so I found it more dynamic. And therefore, ...you come in contact with other students
much more.
同様の発言は、中国や韓国からの留学生の発言の中にも見られた。特に母校では講義科目ばかり
を受けていた学生にとって、ディスカッションやプレゼンテーションが求められる本学の日本語
科目や日本研究科目は教員や他の学生との距離が近く、興味深いものだったようである。ただ
し、普段からアクティブ・ラーニング形式の授業に慣れている北米出身の学生達からは目的や評
価ポイントが明確でない授業が多いという声も上がっていた。
このように自由度が高く、教員や他の学生と関わることができる授業やプログラムを評価する
一方で、日本人学生との交流についてはあまり満足のいく結果を得られなかったようだ。特に日
本語でのコミュニケーションが取れない学生達からは①英語で日本人学生と交流できる機会が少
ない、②日本人学生と対話ができない、③知り合いになった日本人学生と継続して交流できない
といった不満が聞かれた。
日本語を理解できない留学生が日本人学生と知り合う機会は意外と少ないようである。多くの
場合、日本人学生との接点を持てるのは一部の英語開講科目や月に回程度のコーヒーアワー、
GSネットワーク等の国際交流イベントに限られており、本学生と留学生の交流の場を提供する
ことを目的に開設されているフジタ・グローバル・ラウンジにいても語学の課題のために一時的
に留学生にアプローチする日本人学生のほかは接点をもつことはほとんどないという。こうした
留学生はクラブやサークルに参加しようと希望していても英語による情報がないために参加でき
なかったと述べている。
日本人学生との対話が成り立たないというのも、外国人交換留学生が直面する課題のひとつと
なっているようだ。例えばコーヒーアワーに参加した経験がある中国出身の別の留学生は、日本
人学生と知り合いになっても、会話が続かないとして次のように語っている。
Even though we talk to each other in English, Japanese students often say “please don’t listen to
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us.” So they (Japanese students) listen to us but they seldom speak... Basically, when we meet
each other for the first time, we talk about the same topic : “what is your major?,” “what is your
grade?,” “what is your age?”.... Every time I feel I repeat the same topic. So boring.
日本人学生は定型句であれば英語でコミュニケーションを取ろうとするものの、定型句以外の内
容になると途端に聞き役に徹してしまうという。そのため、「何を考えているのかわらない」、「日
本人学生は自分と交流したくないのではないか」という印象をもったとのことだった。こうした
日本人学生との対話の難しさについては、日本語パートナーなどで人間関係面での問題を感じて
いる外国人交換留学生が異口同音に述べた点であった。
日本人学生と継続的に交流することの難しさについても度々言及されていた。例えば、あるド
イツ人学生は日本人学生から一時的に「使われた」だけで、こちら側からイベントに誘ってもは
ぐらかされることがあったという。
I wouldn’t say I engaged a lot with Japanese students, but it was not zero. I did have few
encounters, and one time, one of the [Japanese] girls from my buddy group,... she had to do
some interview with international students, she asked me and we went to dinner with her
friend or partner, and did an interview on the side… They’re really cool and we said “yeah, we
should meet up again.”...but it did not happen..... I feel like they are more reserved, maybe...
but that could just be a cultural thing in general.
また、別のある韓国人留学生も、日本人学生と知り合いになっても、連絡先を交換するだけで、
たとえこちら側から連絡をとっても、なかなかその後の交流につながらないと不満を述べてい
た。日本人学生と交流した時はとてもいい雰囲気だったので、そのギャップに戸惑ったという。
このように、多くの外国人交換留学生は日本人学生との接点の少なさ、日本人学生との対話の
難しさ、そして日本人学生との関係の維持の難しさを感じている。その結果、日本人学生との交
流を期待しつつも、他の外国人交換留学生との交流やホストファミリーなどの留学生慣れしてい
る日本人との交流をする傾向にあった。
では、こうした留学経験を通じて外国人交換留学生たちはどういう成果を得ているのだろう
か。興味深いことに、日本という文化に触れ、日本人と接する中で、少数者の理解や異文化受容
力が高まり、自分の考え方が変わったと回答する学生が多かった。例えばアメリカ出身のある留
学生は自身の留学の成果について次のように表現している。
[I learned] how to live and be part of the society, also what it’s like to be a minority. I’ve never
been [a minority]. I am a white man in America most of the time. ...I use to get starred at when
I walk down.... an ojisan came up to me and said some things in English. I’ve never ever had
that in my entire life. And I guess this is very interesting, very growing experience for me as a
person...I truly empathise with people who, I guess, being minority in the United States... are
sort of afraid of you because you look different...
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アメリカ人が日本に来て多文化共生の受容性を学ぶというのはやや逆説的であるかもしれない
が、それだけ母国で当然視されている点（又はそれゆえに見落とされている点）が日本における
個人的な異文化接触体験によって再認識されるようになったということなのかもしれない。実
際、こうした多文化主義の重要性についてのコメントは、アメリカやドイツ等の学生においてよ
く言及されるものであった。
総じて、日本での留学経験は外国人交換留学生の視野を広くし、異なる文化を有する人間との
コミュニケーションをとる意欲を高めていると考えられる。
日本人交換留学生の留学経験と成果
次に日本人学生の留学経験と成果について考察していきたい。インタビューに応じてくれた日
本人学生の多くは、海外協定校での交換留学は色々と忙しかったものの、授業や留学生活を通じ
て自分自身や自国について考えることができて良かったと語っていた。
日本人学生が留学経験を語るうえでよく強調していたのは授業に臨む姿勢が変わったというも
のだ。半数以上の学生はディスカッションやグループワーク、課題の多い留学先の授業に苦労し
たようである。例えばカナダに留学した学生は次のように語っている。
英語開講の授業をここ（関学）で受けていたんですけど、それでも（留学先は）現地の学生
のペースじゃないですか。すごい発言をみんなしはるから、向こうの学生さんたちは。だか
ら（ディスカッションに）入られへんと思って。簡単な時だけ発言していたんですけど、そ
れでも最初は言うのも抵抗ありました。白人の方とかは私の英語が聞き取りにくいみたい
で、「あ、伝わらへんな」と悲しくなったりして…。授業はリーディングも多かったし。
また台湾に留学した別の学生も、他の留学生との実力の差を痛感したと次のように学習の苦悩を
吐露している。
グループワークとか、めっちゃ小さいことなんですけど。はじめ、めっちゃ落ち込んじゃっ
て。色々。例えば、自分何で発言できへんのやろとか…。で、英語どうこうっていうより
思考力がないんかなって思って。…（中略）…外人の友達ができるじゃないですか。同じ
立場だし、同じ大学生だし。国が違うだけで、英語も同じくらいのはずやのに。なぜか授業
の時その子は言えているんですよね。
特に留学初期は現地学生や他の留学生とのディスカッションやグループワークにあまり参加す
ることができず、焦りや不安、劣等感を感じている様子だった。そのため、日本ではオフィスア
ワーや補修クラス等に行ったことがない日本人学生も、現地では積極的にオフィスアワーやライ
ティングセンターに参加したり、クラスメイトに質問をしたりしていたという。
興味深いことに、今回インタビューに応じた日本人学生は現地の授業が大変だったという割に
は、クラブ活動や Japan Association 等の学生団体、ボランティア活動等に関わるなど大変活動
的な学生が多かった。例えばフルートを嗜むある学生は留学中にオーケストラと吹奏楽とマーチ
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ングバンドというつの団体に関わり、授業が終わると全体練習とパート練習に参加していたと
いう。また、アメリカに留学した別の学生は履修した授業の教員の紹介を受けて、現地の観光案
内所で観光ボランティアに関わりながら、学内の日本語学習者を中心としたサークルに関わって
いたと述べていた。他の日本人学生も学内に Japan Association 等の日本語学習者と出会える機
会がある場合、そうしたイベントに積極的に参加し、交流の輪を広げていという。
このような背景もあってか、留学先の現地学生との交流に問題があったと回答する学生は比較
的少なかった。もちろん留学先の学生は概してフレンドリーではなかったと語る学生や留学先で
は他の留学生と交流することが多かったと語る学生もいたが、過半数の学生が所属するクラブや
サークル、Japan Associationや寮生活等で知り合った現地の学生とも交流していた様子であっ
た。
こうした交換留学経験を通じて、日本人学生は何を得ているのだろうか。詳細については田邉
（2018）に譲るが、概して日本人学生は留学生活を通じて視野の拡大や自立心の向上、社交性の
向上、そして自信の獲得といった成果を得ている。
例えば、視野の拡大に関していえば、留学先で他国から来た留学生や他の宗教を信仰する学生、
社会的マイノリティの学生と接する中で、自然と異なる意見や視点を受け入れることができるよ
うになったという学生が多かった。アメリカに留学した女子学生は現地でゲイの友人ができ仲良
く遊んでいたが、彼女を訪ねてきた別の日本人学生は、そのゲイの友人が他の男の子と仲良くし
ているのを見て驚いたということで、自分自身の考え方が相対化されたことを悟ったと語ってい
た。
また、インタビューでは社交性の向上に関する言及も多くなされていた。例えば、カナダに留
学した学生は、留学前は引っ込み思案だったようだが、年間の交換留学中は誰かに誘われたら
行くと決め、積極的に新しい場所に行き、新しい人と交流していたという。その結果、いつの間
にかそういう新しい場所に行くことが得意となったと語っていた。
このように自ら情報収集をし、授業や生活における問題解決を図らなければならない交換留学
の経験を通じて、参加学生たちは視野を広げ、自立心を涵養し、社交性を高め、自信を獲得して
いるようであった。
5. 考察
本論文では、本学に留学した外国人交換留学生と海外にある本学の協定校に派遣された学生の
交換留学経験ならびにその留学成果について分析してきた。総括すると、本学で学ぶ外国人交換
留学生と本学の交換留学制度に基づいて海外に派遣された日本人学生の多くは、ともに現地の学
生よりも他の留学生と交流・友情構築する傾向にあるものの、授業や居宅生活を通じて意義ある
留学経験を送っており、交換留学での学び・経験あるいはその成果に満足している。また外国人
交換留学生、日本人の海外派遣生はともに留学経験を通じて、異文化理解や自己理解を深めてい
る様子が窺えた。一方で、外国人交換留学生と日本人交換留学生はそれぞれ留学先で異なる課題
に対峙していることが明らかとなった。外国人の場合は日本人学生との交流、友情構築に難しさ
を感じている反面、日本人留学生は現地の授業への適応を大きな課題と感じている。
外国人交換留学生が日本人学生と交流するのが難しいと感じる理由としては、日本人学生との
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交流機会が少ないこと、交流の場で質の高い対話が成り立ちにくいこと、そしてきっかけがあっ
てもその後交流がさらに進展したり、深まらないことなどが指摘された。特に日本語でコミュニ
ケーションをとることが難しいこともあって英語による現代日本プログラム（MJT）の履修生
のほとんどは国際学生寮に住み、日本人学生の登録が少ないこのような英語開講科目を履修し、
クラブやサークル活動への参加が難しい。課外活動に関する情報が少なく、また日本の部活動は
毎日、時間的拘束も長い上、言語的障壁も低くはない。日本語専攻（JLT）の学生のように日本
語パートナーもおらず、日本人学生と交流できるのは GSネットワークやコーヒーアワー等ごく
一部の機会に限られている。しかも、そうした機会ですらゲームや自己紹介などの交
・
流
・
活
・
動
・
が中
心となり、日本人学生と対話することは容易ではないのである。そのため、結果として英語でコ
ミュニケーションが取りやすい他の外国人留学生との交流や交友関係を構築しているようであ
る。他方、日本人の海外派遣学生の場合は、積極的に留学先のクラブやサークル活動、Japan
Association 等に関わり、現地学生と交流し、友情を構築することができた学生が少なくなかっ
た。また派遣先大学の学生宿舎は留学生のためにではなく、現地学生のために設立・運営されて
いる学生寮であるため、寮でも現地学生との交流はいつでも比較的容易である。
ただ、日本人学生についていえば、留学先大学での授業についていくことに困難を覚えている。
現地の授業では、多くの場合、第二言語話者として必読文献や課題と格闘しながら、英語が第一
言語話者（ないしはそれに近い話者）である現地学生や他の留学生と肩を並べて議論することが
求められる。それゆえ、彼らが課題に感じているのは生活における現地学生とのコミュニケー
ションというよりも、授業におけるディスカッションやグループワークといったアカデミックな
面での能力とスキルであった。しばしば本学の講義中心の授業が引き合いに出されていたことか
ら考えてみると、日本人留学生の多くが派遣先の授業の進め方や現地学生の意識の高さにギャッ
プを感じたようである。
こうした状況を打破するために、本学として何ができるのだろうか。以下では本学をはじめ他
の日本の留学生受け入れ校のために実施可能な試案をいくつか提示したい。
まず、外国人留学生の受入課題の解決に関しては日本人学生との交流機会を増やしていく必要
があるだろう。従来行われているインターナショナル・ウィークやコーヒーアワー、GSネット
ワークなどの学生主導のイベントを実施していくことはもちろん重要ではあるが、より望ましい
のは継続して外国人留学生が日本人学生と交流できる場を創出し、大学として積極的に支援して
いくことだと考える。例えば、来日留学生が自分達の国（地域）や言語に関心がある日本人学生
と定期的に食事や談笑する機会や会場を設けたり、外国人留学生が日本人学生とともに課外活動
や同じ学生寮での共同生活に臨める環境を増やしていきたい。財政的には難しいのかもしれない
が、多くの海外の大学のように本学の学生のための寮を拡充し、そこに留学生が配置されれば自
然と日本人学生との交流の場と機会を保証・提供できる。
また、外国人留学生とペアないしはグループメンバーとなって、10日間ほどグローバル企業が
抱えるビジネス課題の解決に一緒に共同で取り組む本学とカナダの三大学が協働運営する
Cross-Cultural College の核科目のように、短期の協働学習型国際交流プログラムを様々な言語
や専攻分野で展開していくことも有効な取り組みだと考える。いずれにしても、スーパーグロー
バル大学としてブランド力を高めるのであれば、大学として外国人学生が日本人学生と出会い、
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協働し、継続的に授業内外で交流ができるようにプログラムをプロデュースしていくことが重要
である。オーストラリアの教育学者の Leask（2009）もこの授業内外での自国学生と留学生の交
流を促し、その交流の成果を評価する（reward）ことの重要性を論じているが、（学生を巻き込
みながらも）大学が能動的に国際交流の仕掛けを創ってゆくことで、個々の学生の異文化交流に
対する自信を高め、キャンパスのグローバル化を更に推進していくことができるのではないだろ
うか。
次に日本人学生の派遣促進に関しては、留学前の準備プログラムを拡充し、日本人学生が現地
の授業に円滑に適応できるよう支援することが重要である。既存の留学準備科目（語学科目や
「留学とキャリア」といったような国際理解科目）だけでなく、上記の外国人学生との協働学習
科目や英語による講読・討議科目群を体系的に整備し、少なくとも渡航前までに英語文献の読み
方、英文エッセイの書き方（基本的な構成や論理展開の仕方、引用の仕方）、英語でのプレゼン
テーションの仕方が習得できるよう支援することが望ましい。ライティングセンターなど検討さ
れている新たな取り組みも交換留学促進に向けた一助となりえる。幸いにも近年サザン・メソジ
スト大学やトリニティ大学の教員、学生を招いた外国の大学との共同サマープログラム等も増え
てきている。そうした海外大学科目も活用しながら、また既存の語学科目や英語開講科目をより
要求度の高い内容にしていくことで、日本に居ながらにして日本人学生が海外の大学生と肩を並
べながら学ぶ力を養えればと思う。
6. おわりに
スーパーグローバル大学創成支援事業も後半戦に突入し、本学としても更なる留学生の受入と
派遣に努めなければならない。そのためには、短期プログラムや中期プログラムはもちろんのこ
と、長期プログラムである交換留学生を増やしていくことは避けて通れない緊急な課題である。
特に受入学生数、派遣学生数を増やしさらにグローバル化を徹底するには、授業内外で国際交流
と異文化理解の機会を高度にプログラム化し、質の高い、満足度の高い国際プログラムを構築さ
せることが重要である。このためにも留学経験者（外国人留学生及び日本人留学生）と日本人学
生の溝も埋める必要がある。
海外に派遣される日本人学生がさらに豊かな留学経験と実り多い成果を得られるようにするた
めには、出国前にさらなる準備学習プログラム、特に留学生と協働学習が不可欠である。こうし
た状況を打破していくためにも、まずは学内で日本人学生と留学生の共同授業や対話の場をさら
に設けていく必要がある。幸いにも学内には日本語パートナーや寝食を共にしながら協働学習を
する Cross-Cultural Collegeプログラム、収容人数は少ないが留学生との混合寮等が存在する。
そうした一つ一つの取り組みを梃子に、さらに授業内外で日本人と留学生が継続的に交流できる
場と機会をプロデュースすることが肝要である。そうしたソフトとハード面での付加価値を着実
に伸ばしていくことにより、外国人留学生であっても日本人学生であっても将来の世界市民とそ
の指導者を養成するために不可欠な学習の環境を整備していくことができるだろう。
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